


－1－



    
  
 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

  
 

 
 

 

 

   

  

   

 

 

10  11  

12  

13  

14  15  

 

52  53  

54  55  56  

 

16  17  

18  

19  

 

20  21  

 

23  

 

44  

45  

46  

 

22  

 

24  25  26  

27  28  29  

30  31  32  

33  34   

35    

 

36  37   

38  39  

40  41  42  

43  

 

47  48  

49 50  51  

10 11 

19 

12 
13 

14 

15 

16 

17 

18 

20 

21 

22 23 
24 25 

26 

42 
44 45 

46 47 
48 

50 

51 

36 38 
37 

39 

40 

41 

43 

52 
53 55 

56 

27 
28 32 

34 33 

35 

49 

－2－



－3－



－4－



－5－



－6－



－7－



－8－



－9－



－10－



－11－



－12－



－13－



－14－



－15－



－16－



－17－



－18－



－19－



－20－



－21－



－22－



－23－



－24－



－25－



－26－



－27－



－28－



－29－



－30－



－31－



－32－



－33－



－34－



－35－



－36－



－37－



－38－



－39－



－40－



－41－



－42－



－43－



－44－



－45－



－46－



－47－



－48－



－49－



－50－



－51－



－52－



－53－



－54－



－55－



－56－



－57－



 

－58－



 - 59 - 

図 消防法の協議会の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

また、その後の救急搬送件数の増加等を踏まえ、平成25年４月には、緊急性を要する重症外傷や、

専門性・特殊性を要する小児・周産期や精神疾患等について、平成30年４月には、心血管疾患につ

いて対象を拡大する等、実施基準の充実・強化を図ったところである。 

「医療機関の分類基準」については、傷病者の生命の危機の回避や後遺症の軽減等が図られるよ

う、優先度の高い順に緊急性、専門性及び特殊性の３つの観点から改定を行った。 

 

図 医療機関の分類基準 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

また、受入医療機関確保基準については、受入医療機関が速やかに決定しない場合、３次救急医療

機関又は３次救急医療機関に準じる地域の基幹病院において受け入れることとし、一般の救急医療・

小児救急医療・周産期医療に関しては、最終的には県立中央病院が、精神科救急医療に関しては、県

立高松病院または松原病院が、受け入れ調整を行うことを基本としている。 

傷
病
者
の
観
察 

重症外傷 

広範囲熱傷 

重症中毒 

脳卒中疑い 
（tPA適応疑い） 

心血管疾患疑い 

急性腹症 

重篤 
(※１) 

緊急性 
３次救急医療機関・３次に準じる医療機

関 

特殊性(精神科救急) 

専門性(小児救急、周産期) 

救急対応専門医療機関 

重症度 

・ 

緊急度 

重症外傷対応医療機関リスト 

広範囲熱傷医療機関リスト 

心血管疾患対応医療機関リスト 

重症中毒医療機関リスト 

急性腹症対応医療機関リスト 
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重症外傷対応医療機関リスト 
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重症外傷対応医療機関リスト 

(※１) ＣＰＡまたはプロトコルのＬ＆Ｇに該当 

 

(※２) 緊急的に一次応急処置が必要な場合に

は、直近の救急告示病院に搬送し、当該

救急告示病院において応急処置を行っ

た上で３次医療機関等へ転院搬送 

（※２） 

（※２） 
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図 受入医療機関確保基準の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 救助業務実施体制 

  県下の救助隊数は、「救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令（以下省令という。）」第３

条に定める救助隊が17隊であり、うち６隊は省令第４条に定める特別救助隊である。 

  救助隊員の総数は279人であり、そのうち専任隊員は、40人であり、残りの239人は、他業務を兼

任する隊員となっている。 

  救助隊が搭乗する車両は81表のとおりであり、うち救助工作車は12台となっている。 

 

81表 救助隊が搭乗する車両（令和３年４月１日現在）            （単位：台） 

救助工作車 はしご車 ポンプ車 水槽付ポンプ車 そ の 他 計

金 沢 市 2 1 2 5

七 尾 市 1 1

小 松 市 1 1 1 3

加 賀 市 1 2 3

か ほ く 市 1 1

津 幡 町 1 1

内 灘 町 1 2 3

能 美 市 1 1 2

羽 咋 郡 市 広 域 圏 1 1

白 山 野 々 市 広 域 1 1

奥 能 登 広 域 圏 1 1 3 5

計 12 2 2 1 9 26  
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84表 緊急消防援助隊石川県隊編成表（令和３年４月１日現在） 
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